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ソーシャルワーカーの視点から」 ” 
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はじめに 

 道南勤医協函館稜北病院は、函館市の北西部にあ

る一般病棟56床、回復期リハビリテーション病棟48床

の病院です。他に内科クリニックより 24 時間の在宅支

援診療所や訪問看護ステーション、ヘルパーステーシ

ョンなどの機能を持っています。3 名のＳＷで、他の医

療機関からの転医の相談や退院に向けた患者様の支

援をおこなっています。 

 

地域連携パスとソーシャルワーカー 

 病院ごとのそれぞれの機能分化や病院ごとの平均在

院日数の関係などから、急性期を担う病院と回復期リ

ハビリ病棟、あるいは療養病床、老人保健施設、在宅

などとの連携がより一層図られなくてはならない状況

のもとで、患者さん御本人、ご家族の思いを受け止め

適切な退院支援をすすめていくという大きな役割をソ

ーシャルワーカーが果たすことが求められています。ソ

ーシャルワーカーがおこなう退院支援は、院内の中で

医師を始めとする、看護師、リハビリ技師などと連携を

とり患者さんの置かれている病状はもとより、一人ひと

りの患者さんの置かれている社会状況からどのような

退院先が適切なのかを患者さん、ご家族とともに考え

ていくことにあります。こうしたソーシャルワーカーの退

院支援の中で地域連携パスをどのようにすすめていく

か。患者さんにより良い療養環境を検討していただく上

でソーシャルワーカーがどのような役割を果たすのか

が特に重要になります。すでに、当院では診療報酬で

先に点数化されていた大腿骨頚部骨折の地域連携パ

スを 2 つの病院と運用しており、術後 2 週間程度で速

やかに転医をしていただき、患者さんに不安なく引き続

き療養をしていただくとともに、患者さんの家庭復帰な

どに必要な支援も引き続きソーシャルワーカーが窓口

となることで引き続き迅速に支援が続けられるものと思

われます。 

 

脳卒中連携パスの運用にあたって 

 函館でも、5 月末の「道南脳卒中地域連携協議会」発

足後、運用が開始され 16 施設が参加して、すでに 100

件を超える脳卒中連携パスが運用されています。当院

でも、40 件近い連携パスの運用をおこなっています。

運用にあたっては、急性期、回復期を中心とした各職

種ごとの運用委員会や世話人会などが中心となり意見

交換をおこなっている。ソーシャルワーカーはその中で、

急性期、回復期ともに、データー入力の確認、各職種

が入力をおこなう患者情報の最終の確認など連携パ

スを運用する上でソーシャルワーカー関わり、果たす

役割は非常に大きいものと思われる。実際のところ、こ

のパスが運用され始めて、急性期、回復期側の双方で

のソーシャルワーカーの情報交換は定期的におこなわ

れるようになっている。その中で、単に治療の側面だけ

でなく疾病の発症により起こった社会的な問題を解決

するために、ソーシャルワーカーが関わることが患者さ

んにとって安心を与えているものと思われる。パスの内

容だけでは伝わらないものは、日常の電話など他の媒

体を活用しながらよりよいパスの運用をしていく必要が

あると思われる。 

 

今後の課題 

 現在のところパスの運用は、急性期、回復期の病

院間での運用に限られている状況である。パスを運

用した患者さんたちが、自宅、あるいは施設等に入

所した場合など在宅を支えるケアマネジャーなどとこ

のパスの運用を進めていくことが大きな課題だと思

われる。パスは誰のものでもない患者さんのもので

あるという視点が大事であると思われる。また、連携

する機関お互いが「顔が見える関係をつくる」この関

係づくり連携、調整の要になるのがまさにソーシャル

ワーカーの役割であり、専門性ではないかと考えて

いる。そうしてこそ、そこに住む地域の患者さんたち

によりよい医療を提供できるものと思う。 
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札幌市脳卒中地域連携パスネット協議会副代表 

手稲渓仁会病院 脳神経外科部長  板本孝治 

  

 

 

すでにご存じのことと思いますが、０８年３月に札幌

市脳卒中地域連携パスネット協議会が発足し、急性期

から回復期および維持期施設など 72 施設が参加され

ています。使用するパスを手稲渓仁会病院にて開発し

た札幌型脳卒中地域連携パスに統一して運用するも

のです。この動きは札幌市とその近郊にとどまらず、道

内各地に広がっています。同年 3 月に、日本脳神経外

科学会北海道地方会幹事会にて、このパスを道内共

通のパスとすることが確認されたこともパスネットの推

進に拍車をかけております。函館～道南地域、帯広～

十勝地域ではすでに札幌市同様の協議会が札幌型の

地域連携パスを使用して活動しており、釧路～根釧地

区や苫小牧～日高地区や室蘭～西胆振地区、名寄～

道北地区でも一部で運用が開始され、旭川地区にても

共通パスとして検討されております。 

 地域連携パスの意義や役割は今更申し上げるまでも

ありませんが、中でも札幌型パスの理念は最終的には

図の如く急性期から回復期、維持期病院、慢性期介護

施設、ケア施設、クリニック（かかりつけ医）、在宅医療

―介護まで含めて循環し、情報を共有することを目的

としています。各地の医師会や保健所など公的機関も

参加しての活動がそれを後押しすることとなります。こ

のように多くの施設で多くの職種の方が関わり、なおか

つ脳卒中という多大な数の受療者が対象となるシステ

ムは、これまでの医療界に経験のないものです。脳卒

中の連携パスは、いわば壮大な実験場であるともいえ

ます。 
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このようなシステムの中で中心的な役割を担うのがMSW

であると、私たちは考えています。急性期―回復期―維

持期（在宅）の複雑なシステムを見通して、受療者に最も

適切な治療からケアまでの流れを導き、安心して脳卒中

再発の予防と後遺症の克服を目指す環境を提供してい

く役割であり、これは専門職としての MSW 以外にこなせ

るものではないと考えます。そのような重責を担うことは、

確かに仕事量が増えることにつながるかもしれません。

実際、パスに入力する項目は各職種の中でも多い方で

しょうし、細かい内容でもあります。しかし、パスそのもの

の入力項目は決まっており、全道的な共通仕様であれ

ば、仕事の効率性という意味でやりやすくなります。そし

て項目の多さは検証の自由を広げ、多大なデータが

MSW の仕事の効果を実証する大きな助けとなるはずで

す。このような MSW の仕事に関する数字データというの

は、全国的にあまり出ていない画期的なものとなるでしょ

う。またパスの性質上、入院の早い段階から受療者―家

族と接することができるのも、信頼関係を築いて行く上で

メリットとなるはずです。 

 ひとつ問題があります。それはMSWの雇用数が、おそ
．．

らく
．．
足りていないと思われることです。特に公立病院での

MSWの雇用が不十分という話を聞きます。例えば、手稲

渓仁会病院では脳外科病棟担当MSWは 2名おります。

一方、札幌市立病院では病院全体でようやく最近？名

採用となったと聞きます。北海道大学付属病院には、な

んと病院雇用のMSWはほとんどおらず、リハビリ科や精

神科などが医局持ちで？非常勤として採用していると聞

きます。間違っていたらごめんなさい。これからの医療介

護システム（現在でもそうなのですが）と受療者の橋渡し

をするという重要な役割を担うべき専門職種が、まだま

だ評価されていないと言わざるを得ません。 

私たちは、地域連携パスとそのシステムが、MSW の

皆さんへの期待とともに、その役割を正当に評価して社

会へ知らしめる良い機会になるものと思っています。そ

れにより、雇用環境が改善され、もっと多くの人が MSW

という仕事を目指し、より多くの受療者に信頼と安心をも

たらしていただければと願うものです。 

 

 

 

 

 

“ 「札幌市脳卒中地域連携パスとＭＳＷ」 ” 

 

 
 

 

 

 

 

札幌市脳卒中地域連携パスネット協議会世話人 

真栄病院 山口修史 

 

 

 

 

札幌市脳卒中地域連携パスネット協議会（以下パス

ネット協議会）は、社団法人日本脳卒中協会北海道支

部、社団法人札幌市医師会及び札幌市脳卒中救急医

療協議会と協力して、脳卒中診療に携わる急性期施

設、回復期・維持期施設、並びにかかりつけ医間にお

ける患者管理やリハビリを円滑に継続するため、脳卒 
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中地域連携パス (以下、連携パス) の推進・作成・運

用・検証を行い、連携パスの運用システムを確立し、地

域の脳卒中診療ネットワークを構築することを目的とし

設立された団体です。 

運営にあたっては、医師や理学療法士とともに私を

含め4名の当協会派遣ＭＳＷが世話人を担っています。

ＭＳＷの世話人は、協議会を通じて脳卒中患者の良質

な地域ケア実現のために効果的な連携づくりを模索し

ています。巷では、実際の地域連携パスの実働におい

て様々な意見や課題があるようですが、パスネット協

議会は、そういった意見や課題について検討できる仕

組みになっております。以下、2008年 9月 29日にパス

ネット協議会の合同会議にて発表した内容を基に、ひ

とつの考え方としてお示ししたいと思います。 

 そもそも地域連携パスを必要とする背景には、厚生

労働省の「疾病又は事業ごとの医療体制構築に係る

指針」にもあるように、「医療計画制度の中で医療機能

の分化・連携を推進することを通じて、地域において切

れ目のない医療の提供を実現することにより、良質か

つ適切な医療を効率的に提供する体制を構築し、国民

の医療に対する安心、信頼の確保を図ること」があると

考えます。最近よく耳にする「シームレス（切れ目のな

い）な連携」もここからきています。 

また今年度、国は都道府県ごとに医療計画を立てさ

せました。その理由は、疾患別の平均在院日数の短縮

に関する数値目標を設定し、医療費のコストが全国で

一番低い県を基準に各都道府県を評価し、診療報酬

単価に反映させようと計画しているからです。これは

2012 年で検証される予定になっており、医療費適正化

に有効だったか各都道府県が評価されます。例えば医

療費適正化について北海道が厳しい評価を受け、北

海道の診療報酬が1点 8円･9円という事態になれば、

医療機関が次々倒れ、道民が安心して医療を受けら

れなくなる状況がでてくるかもしれません。だから、この

地域連携パスを成功させることは北海道の医療を守っ

ていくための、一つの方法と思います。多少大袈裟か

もしれませんが、それぐらいに考えておいたほうがよい

のではないでしょうか？ 

 そこで、この地域連携パスを運用するに当たって、院

内外に対しての連携の実働のキーマンに位置づけら

れているＭＳＷは、どのような役割を担うべきかを考え

ると、そもそもＭＳＷは「社会資源をつくる・開拓する」

機能をもっており、この機能を発揮するよい機会が与

えられておりそれを担うべきと考えます。9 月の合同会

議前に開催した急性期病院を対象のＭＳＷ部門会の

なかで、参加した7医療機関の地域連携パスの運用総

件数は、約 5 ヶ月間で 123 件でした。その内訳は個別

の運用件数は多く運用している機関と若干数運用して

いる機関があることがわかり、その報告により医療機

関ごとで運用件数の差が大きいことを、9 月の合同会

議にて報告しました。そこで今後のＭＳＷの役割は、地

域連携パスの運用状況を把握・分析し、この地域連携

パスが道民にとって有効な社会資源となるよう成長さ

せることであると、ＭＳＷの世話人内で共通認識をもち

ました。

また、パスネット協議会に参加している札幌市及び

札幌市近郊の医療機関の数は、急性期・回復期・慢性

期の医療機関合わせて 72 機関もあり、これをひとつの

社会資源としてみた場合には、この社会資源が今後ど

のように機能していくべきかを検討・提案・実施まで積

極的に関わるのもＭＳＷのひとつの役割ではないかと

思います。札幌市は道内で一番大きな医療圏です。そ

こでこのパスネット協議会及び地域連携パスツールに

よる、よりよい連携体制システムの構築～確立にＭＳ

Ｗが関わるということは、非常に大きな意味があり、ま

た大きな役割を果たすことになると考えます。   

ＭＳＷは日々のソーシャルワーク業務のなかで患

者・家族の生活ニーズをキャッチしております。こうした

ニーズを踏まえた効果的な地域連携システムを構築し

ていくことで、道民の生活や医療を守ることに繋がって

いきます。

今後のＭＳＷとしての活動としては、「転院や将来の生

活に際しての安心感」など患者･家族にとっての脳卒中

連携パス活用の効果を明らかにすることなどに取り組

み、道民が安心した暮らしを送ることができるようなシ

ステム作りに取り組んでいきたいと考えます。 
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